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１．地震の発生と初動対応
　平成30年９月６日に発生した北海道胆振東部地震
は、北海道で初めてとなる震度７を記録し大きな物
的被害をもたらすとともに、大規模な停電が発生し、
社会的な混乱をもたらしました。平成31年１月末の
時点で住家の被害は全壊が462棟、半壊1570棟、一
部損壊12600棟に達し、震災により尊い命を落とさ
れた方が42名にも及んでいます。
　この地震に対し、道総研建築研究本部では、被害
の拡大を防ぎ、被災地の復旧・復興に役立つよう、
様々な取組を進めています。ここでは災害対応時間
により①緊急対応ステージ、②復旧対応ステージ、
③復興対応ステージに分けてその対応を報告します。

２．緊急対応ステージ
　地震の発生時には、仙台で日本建築学会大会が開
催されており、職員の多くが北海道にいない状況で
した。迅速に地震に対応するため建築研究本部では、
建築性能試験センター札幌オフィスに現地対策室を
設置し、職員の帰道、情報収集、関係部署との調整
といった対応を開始いたしました。建築研究本部は、
これまで道建設部と連携し応急危険度判定活動に取
り組んでおり、今回の地震でもその対応が必要と判
断されたことから、翌７日には６名の職員が厚真町、
安平町、むかわ町などにおいて道建設部と合同で初
動調査を行い、その結果を受け判定活動の実施が決
定され、８日～９日の応急危険度判定活動に判定士
２名を派遣しました。
　一方、それと前後して、国立研究開発法人建築研
究所から合同調査の申し入れがあり、９月11日に厚
真町、安平町、むかわ町（以下、「胆振管内３町」
という。）において、９月18日には札幌市清田区に

おいて、被害調査を実施しました。胆振管内３町で
は、地震計が設置された地域周辺の建物被害の外観
調査を、札幌市清田区では、液状化による被害が大
きかった基礎の立ち上がり部分の傾斜と上部構造の
被害に関して悉皆調査を実施しました。その結果を
とりまとめ、参加機関連名による調査報告書として
公表しました。
（http://www.hro.or.jp/list/building/index.html）
　当該調査の結果から明らかになった点の概要は以
下に記します。
○胆振管内３町の調査結果概要
・建築物の倒壊は、震度６強を記録したむかわ町役

場付近の比較的古い店舗併用住宅に集中していま
した。倒壊を免れた比較的古い店舗併用住宅でも
大きな残留変形が残るなど、大きな被害を受けた
ものが多く確認されました。

・震度７を記録した厚真町鹿沼の地震計は、大きな
地割れが発生した地点にありました。その地割れ
の延長線上に建つ学校建築物は大きな被害を受け
ましたが、周囲の平屋の木造建築物は無被害か軽
微な被害に留まっていました。

・震度６強を記録した厚真町京町付近では建築物の
被害が確認されませんでした。

・安平町早来大町の市街地では、外壁を組積造とし、
床組、小屋組を木造とした比較的古い建築物が層
崩壊を含む大きな被害を受けていました。比較的
古い店舗併用住宅は外壁の脱落など大きな被害を
受けた例も散見されましたが、専用住宅の被害は
概して軽微でした。

・安平町安平、同町追分の市街地では、比較的古い
建築物が外壁脱落などの被害を受けましたが、被
害を受けた建築物の数、及びそれらの被害の程度
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ともに小さいものでした。
○札幌市清田区の調査結果
・顕著な地盤沈下の有無が住宅の基礎の傾斜に強く

影響した可能性が示唆されました。
・住宅基礎の傾斜方向は、地盤沈下により地表面が

傾斜した方向と概ね対応しています。
・住宅の基礎の傾斜が大きくなると基礎の損傷被害

も大きくなる傾向が示唆されました。
・上部構造の損傷被害にも顕著な地盤沈下が少なか

らず影響した可能性が示唆されました。

　これらの調査結果を踏まえ、道総研建築研究本部
では、被災地の建物復旧に資するべく新規重点研究
「北海道想定地震に対応した住宅等の復旧・耐震改
修技術の開発」を平成31年度から実施することとな
りました。この研究では北海道内の建物の耐震性を
高める技術開発と、効果的な耐震改修の進め方につ
いて検討する予定です。また、研究成果は被災地を
含めた道内自治体や民間事業者が、広く活用できる
よう進めます。

３．復旧対応ステージ
　緊急対応ステージの対応を実施しながら、復旧期
における対応についても検討を進めました。

　９月14日には、北海道建設部住宅局との住宅復旧
に関する打ち合わせにより、住宅復旧・再建支援連
絡会議を設置し、胆振管内３町において住民を対象
にした「住宅の復旧・再建に向けた無料相談会」（図
１）を10月17日から14日間開催しました。この相談
会では、北海道建築士会や関係団体の関係者が相談
員として対応しました。
　応急仮設住宅については、東日本大震災による経
験を踏まえ、平成24年度から25年度に北海道建設部
と建築研究本部が実施した「大規模自然災害におけ
る応急仮設住宅の供給・建設に関する調査研究」に
おいて北海道型の仕様を成果として確立していまし
た。震災発生直後からこの成果を活かして関係団体
などと協議し、次に示す３つの特徴を持った「北海
道型応急仮設住宅」の建設が始まりました。
　①高い断熱性能（表１）
　②24時間換気装置の装備
　③温度と湿度の見える化

　応急仮設住宅は、９月25日に着工した第１期が130
戸、第２期78戸が共に１ヶ月強の工期で建設されました。
　建設の際には北海道の寒冷地仕様の住宅建設に不
慣れな現場代理人や施工業者に対して、延べ45人・
日に上る技術指導を実施しました（表２）。
　建設後は、定期的に応急仮設住宅の室内及び小屋裏、
床下に設置した温湿度ロガーのデータ収集、解析や、各
町の役場への訪問、入居者支援協議会への参加、入居
者への換気装置の使い方指導などを行なっています。
　また、応急仮設住宅という限られた条件下の中で
快適な生活を送るために冊子「応急仮設住宅での暮
らしを快適にするために（図２）」及び「応急仮設
住宅での暮らしを快適にするために　自治体・事業
者向け」を発行し、自治体及び入居者へ配布しまし
た。この資料は道総研建築研究本部のホームページ
で閲覧することができます。
（http://www.hro.or . jp/l ist/building/koho/
press1/181228.html）

写真１　倒壊した店舗併用住宅

写真２　柱脚部の腐朽

表１　北海道型仮設住宅の断熱仕様

部位 断熱仕様

外壁 金属製ウレタン断熱パネル42mm＋高性能GW16K-
50mm＋防湿フィルム0.2mm

床 木質床パネルにXPS-3b 70mmを組み込み＋防湿
フィルム0.2mm

天井 高性能GW24K-100mm＋100mm or 吹き込みGW-
200mm＋防湿フィルム0.2mm

サッシ
外窓：アルミサッシ（単板ガラス）
内窓：樹脂サッシ（複層ガラス）
　　　U=2.33（W/（m2･K））以下

玄関
ドア

扉：断熱材充填フラッシュ構造
縁辺部等：熱遮断構造
　　　　　U=2.33（W/（m2･K））以下
風除室を設置
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４．復興ステージの対応
　復旧ステージの活動を進めながら、復興ステージ
における支援活動も始めています。これまで、蓄積
してきた「まちづくり」の知見や建築都市データベー
スを活用し、今後も発生が予想される自然災害に対
して事前に対応する「事前復興計画」の考え方を取
り入れ、被災地の復興計画の策定支援に取り組んで
おります。

５．おわりに
　道総研建築研究本部では、地震発生直後から様々
な取り組みを実施しています。今回の地震をきっか
けに、北海道内では防災意識の高まりが見られます。
北海道建築士会の皆様におかれましては、安全・安
心な建築・まちづくりに、益々ご尽力いただくとと
もに、今後とも道総研建築研究本部の活動にご理
解・ご協力をお願いいたします。
　最後になりますが、この度の地震災害にて被災さ
れた皆様に心からお見舞い申し上げます。

表２　応急仮設住宅現場における技術指導内容

指導項目 内　　容 効　　果

断熱・気密の施工方法 ・外壁周り及び界壁の気流止め
・界壁や開口部周りの先張り防湿フィルム

施工
・天井防湿フィルムの貼り方向を下地方向

とする。

隙間風防止、結露防止、断熱性能確保、快
適性向上

給水菅の凍結防止ヒーターの仕様 ・給水管の凍結防止ヒーターの容量計算 凍結防止ヒーターの容量の過大化防止
暖房機の仕様 ・暖房機の必要容量計算 暖房機の容量過大化の防止
簡易基礎断熱工法（写真３） ・基礎周りへの断熱材施工 床下の温度上昇による水道凍結防止、ヒー

ターの電気代節約
小屋裏換気の換気量適正化 ・第２種機械換気導入

・換気装置選定、換気量の設定
つららの発生・すが漏れ防止、小屋裏結露
の防止

室内換気の換気量適正化 ・機種選定
・設置後の風量測定と換気量調整

室内及び風除室の結露防止

平成３０年北海道胆振東部地震                  
胆振東部地震で住宅の被害にあわれた方を対象に、建築士など専門家による無料相談会を実施

します。 
 

[こんなご相談に専門家が個別にアドバイスします] 
 

 ○被害にあった住宅に住んでいても大丈夫か心配だ 

 ○調査や補修をどこに頼めばよいかわからない 

 ○どのような補修、改修をする必要があるのかわからない 

 ○補修費用の目安を知りたい 

 ○補修費用などに対する資金の融資について知りたい 
 

□ 会場・開催日 

市町村 会場 

開催日（１０月） 

17 18 19 20 21 22 23 24 25 26 27 28 29 30 

水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土 日 月 火 

厚真町 
厚真町総合福祉センター 

第一会議室 
●   ●    ●   ● 

 
  

 

安平町 

早来総合庁舎 

２階大会議室 
    ●  ●     ●  ● 

追分総合支所（ぬくもりセン
ター）多目的情報ホール 

 ●   ●    ●   ●   

むかわ町 

むかわ町産業会館 

１階ロビー 
   ●  ●     ●  ●  

穂別町民センター 

１階コミュニティルーム B 
  ● ●      ● ●    

 

□ 受付時間  ： 午後１時 ～ 午後 4 時 まで 
 

※相談時間は、お一人様３０分程度を目安とさせて頂きます。 

□ お願い 

・住宅の図面や被害状況が分かる写真（スマホも可）を持参していただくと、より適切なアドバ

イスができます。 

・事前にご予約された方を優先させていただきます（ご予約のない場合、お待ちいただくか、詳

細な相談ができない場合があります。あらかじめご了承下さい）。 

※無料相談後の業者による、現地調査、見積・補修は有料となります。 

 
 
 

[主催］平成 30年北海道胆振東部地震 住宅復旧・再建支援連絡会議 
     

 

 

住宅の復旧・再建 に向けた 

無 料 相 談 会 

北海道 /（一社）北海道建築技術協会 /（一社）北海道建築士会 /（一社）北海道建築士事務所協会 

（一財）北海道建築指導センター /（一社）北海道ビルダーズ協会 /（一社）北海道空調衛生工事業協会 

（独）住宅金融支援機構北海道支店 /（地独）北海道立総合研究機構建築研究本部 

 

（●：開催日） 

［お問合せ/予約先］ 北海道建設部建築指導課建築企画グループ   TEL011-204-5577（平日 9時～17時） 

※（一財）北海道建築指導センターでは、住宅全般に関する電話相談窓口（無料）を設置しています。こちら

もご利用ください（TEL011-222-6070）。 

トイレ、浴室、台所の換気扇を使って室内の湿度を下げます。

応急仮設住宅での暮らしを快適にするために

NO.5 室内の窓のあたりの結露を減らすには

■お問い合わせ ご不明な点は、役場または下記にご連絡ください。

（地独）北海道立総合研究機構建築研究本部 TEL：0166-66-4211（代表） 担当：廣田・高倉・村田

①室内の結露のもと ②換気扇の運⽤
室内では、⼈の体から4⼈で1時間
あたりコップ1杯程度の⽔分、洗濯
や⼊浴などの⾏為も合わせると、4
⼈家族で1⽇10L程度も発⽣します。
気密化した住宅では、この⽔分が室
内にこもり、温度の低い窓などで結
露します。結露を減らすためには、
換気をして⽔分を排出します。

トイレの換気扇
・相対湿度が50%を超えるときは
“強”で運転

浴室の換気扇
・⼊浴後には運転
・トイレ“強”運転でも相対湿度50%を
超えるときは運転

台所の換気扇
・煮炊きをするときには運転

換気扇 消費電⼒ 電気代※

トイレ“弱” 3.5〜5.8W 2.3〜3.8円/⽇
トイレ“強“ 7.2〜13W 4.7〜8.5円/⽇
浴室 7.2〜8.8W 4.7〜5.7円/⽇ ※27円/kwhで計算

図２　仮設住宅の暮らし改善の資料図１　相談会の実施内容

写真３　簡易基礎断熱工法の導入
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平成30年度 高校生建築デザインコンクール入選作品発表

平成30年度

高校生建築デザインコンクール入選作品発表

最優秀
作品賞 フワフワトイレ

北海道苫小牧工業高等学校
鈴木　達也（１年）
板垣　謙典（１年）
松芳　大輔（１年）

□設計趣旨
　このトイレの一番の特徴は曲面を多用した「かたち」です。近接するドームやシェルターにマッチするよう、雲のような柔らかな印象を与えるデ
ザインとしました。そして小さな子どもたちが利用する施設であることから、乳白色ガラスのトップライトからたくさんの光を取り込むことで室内
を明るくし、ひとりでも怖がらずに利用してもらえるようにしました。また、出入口を一か所に集約することで、冬はシャッター１つで閉鎖できる
よう管理面にも配慮しました。
□審査講評
　ふわふわドームと関連したデザインを上手に昇華させており、建築的に完成度が高い作品である。
　トップライトによる採光を含め、実現性が高く、平面プランがうまくまとめられた提案が高く評価された。

　「高校生建築デザインコンクール」は、次世代を担う建築
系高校生の「建築」に対する関心をより高めることを目的に、
北海道が平成８年より実施しており、道内建築系学科の高校
生から夢のあるユニークなデザインを募集して、毎年開催さ
れています。北海道・日本建築家協会北海道支部・北海道建
築士事務所協会・北海道建築士会が共催し、今回で23回目の
開催となります。今年度は、音更町十勝川温泉に隣接する「北
海道立十勝エコロジーパーク」内の「屋外トイレ」を設計課
題として募集したところ、昨年を上回る８校173名から111作
品の応募がありました。
　この111作品については、９月10日に選定委員会が開催さ
れ、厳正な審査の上、最優秀作品１作品、優秀作品３作品、

佳作４作品、特別賞２作品を選定いたしました。
　最優秀作品賞は、フワフワドームを想像させる適度なデザ
インであり、トップライトによる採光など、機能性も考慮さ
れ、建築的に完成度が高くバランスのとれた作品であった、

「フワフワトイレ」北海道苫小牧工業高等学校 鈴木達也さん、
板垣謙典さん、松芳大輔さんが受賞されました。なお、最優
秀作品賞のデザインについては、現在計画中の設計に反映さ
れるということもあって、自分のアイディアが現実の建物に
なっていく喜びをきっと感じていただけるものと思われます。

� 高校生建築デザインコンクール選定委員
� 針ヶ谷拓己（札幌支部）

課題　「北海道立十勝エコロジーパーク内の屋外トイレ」
音更町十勝川温泉に隣接する「北海道立十勝エコロジーパーク」内の「ふわふわドーム」の施設利用者が主に利用す
る屋外トイレを設計してください。
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優　秀
作品賞

北海道苫小牧工業高等学校
鈴木　大夢（３年）
志渡　智紀（３年）
田村　陵丞（３年）

One for two
□設計趣旨
　今回、このデザインを手がけた理由は子供たちが使い
やすくかつ、ふわふわドームのイメージからかけはなれ
ないように、子供が誰しも見たり触ったりしたことのあ
るような積み木を形とした作品としました。
　そして、このトイレはふわふわドームから一番近くに
あり、子供たちが頻繁に使用するという考えで、気軽に
安心して小さな子供たちがトイレにいくことができるよ
うに異なる形を持った積み木にし、雨対策などを考慮し
て屋根を取り付けました。
□審査講評
　積み木の丸、三角、四角というプライマリーな形をト
イレの設計に上手にいかしており、ユニークなデザイン
が評価された。

優　秀
作品賞

北海道苫小牧工業高等学校
坂本　透哉（３年）

自然に調和した格子型公衆トイレ
□設計趣旨
　今回の設計コンセプトでは、自然の公衆トイレで自然
とマッチする部分です。そこで、単純なブロック造では
なく、壁面及び天井部分に可能な限りの芝や葉を敷き詰
めた１ｍ×１ｍブロックにして景観を壊さないようにし
ました。このほかの役割としては、トイレ室内の温度上
昇を防ぐ目的です。また、その他にも工夫がしてあり、
トイレ室内からの採光はすべて天井からの自然を感じる
採光にしました。他にもアプローチ部分には藤棚を想像
させるような格子状のアーケードを設け植物の育成が可
能となっています。このようにこのトイレには「自然を
大切に」という設計主旨を考えた新たな調和型公衆トイ
レとしています。
□審査講評
　自然との調和を、建築的に格子を用いながら美しく表
現し、ホールを中心とした平面展開が評価された。

優　秀
作品賞

北海道留萌高等学校
笹森亜久里（３年）

la natural
□設計趣旨
　今回のトイレを計画する場所が自然の中なので、木と
木の間の空間に建築を溶け込ませたいと考え、ルーバー
を採用しました。通路側の外壁には外から中が見えにく
いように配慮しつつ、室内には木漏れ日のようにやわら
かく光を取り入れることができます。
　また、ルーバーを壁のように延長することで、連続性
を持たせ森の中のランドスケープとしてもデザインをし
ました。
　トイレは、男子・女子・多目的トイレの三つに分かれ
ており、多目的トイレは、広くすることで車椅子の方で
も利用しやすくできるようにしました。施設を利用する
人たちにとって、風景の一部として利用できるようなト
イレになっています。
□審査講評
　森にマッチした美しいデザインであり、ルーバーを
使った外部デザインとすっきりまとまった平面プランが
評価された。
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実行委員会報告

　平成30年度、残念ながらヘリテージマネージャー
講座はできなかった。理由は、補助金が不採択になっ
たためである。建築士会としては単独でも行おうと
したが、構成団体（（一社）北海道文化財保護協会、
NPO法人歴史的地域資産研究機構）と協議の結果、
講座開催は見送った。しかし、次の４事業は行うこ
とができた。

①６月２日　「ヘリテージマネージャー概論─沢田伸講師」
　登録文化財制度を推進してきた兵庫建築士会の大
先達。最近のヘリテージマネージャーの状況を話し
て貰った。中でも「文化財保護法及び地方教育行政
の組織及び運営に関する法律の一部を改正する法律
案の概要」には大いに関心を持った。

②８月18日　「札幌資料館保存活用の変遷と支える技術」
　３月に「図面からみる札幌控訴院」を聞きに行っ
た。警察署、裁判所などは用途廃止になっても、そ
の図面すら見せることが珍しい。札幌控訴院・現札
幌資料館に携わった一人渡辺氏を講師に頼んだ。
　中でも「支える技術を取り巻く動き」「伝統的建
築技法の現場から」では、石工の人たちと漆喰職人
さんの話が聴講生を惹きつけた。

③７月15日　「古平町役場とお寺とお祭り見学」
　古平町・美国町には「天狗の火渡り」がある。北
海道では、この２ヶ所でしか見られない行事である。
天狗の火渡りと言うが、神社の祭りである。祭りの

最後に神輿、天狗が、燃えさかる炎の上を歩く。「圧
巻」の一語に尽きる。また、この町には、５百羅漢
の油絵を祀る禅源寺というお寺もある。建築職に
とってはその奇抜な入り方をする役場庁舎もある。
　昭和２年（1927）、鉄筋コンクリート造の建物で
ある。寄る年波には勝てない、近々建て直しが決まっ
ている。今の姿はいつまで見られるだろうか。

④９月1・2日　「羽幌町江野邸調査」

　道北で見付けた登録文化財候補の邸宅である。１
間幅の縁側がある、硝子障子が入るがその硝子障子
が繋いである。ここで始めてみた。昨年、京都大会
のエクスカーションで見た住宅の窓にもあった。ガ
ラスの普及過程には見られたと言うことか。

　この邸宅調査で、参加者の方から意外なことばを
聞いた。「調査そのものを、皆に声を掛け、皆で調
査をしたら！」。期待はしていたが・・・。ここは
道北、道東、道南、道央、仕掛けていきたい。

平成30年度の事業
ヘリテージマネージャー特別委員会　委員長　関　川　修　司（北広島支部）　　　　　　

講演風景

聴講生を惹きつけた漆喰職人さんの話

古平町役場

羽幌町江野邸

実測する参加者
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後志支部 ニセコグローカルな建築と食の探訪

　企画委員長

　三浦　寛

　昨年の７月１日の建築士の日の
事業は「ニセコグローカルな建築
と食の探訪」と題した活動でした。
リゾート地に暮らす建築士として
グローバルな建築と食、そして、
ローカルな建築を知るという企画
です。
　ニセコエリアでは、外資による
リゾート施設の建設が盛んに行わ
れています。デザインも外国人目
線の和風的なものも多くみられま
す。また、食に関してもおしゃれ
なレストランが増え、味も本格派
のところが増えています。トップ
シーズンになるとここが日本なの

かといった景色が展開されていま
す。地元に住んでいてもなかなか
足を踏み入れることがありませ
ん。リゾート地に暮らしながら、
リゾート体験をしていないのも勿
体無いことです。また、建設中の
建物や完成間近の建物を見学する
ことも滅多にできませんので、建
築士の日に因んで建築と食の両方
を堪能することにしました。
　見学したグローバルな建物は、
今シーズンオープンしたひらふ坂
の終点に位置する完成間近のコン
ドミニアムホテルの「スカイニセ
コ」と花園地区に建設中の「パー
クハイアットニセコ」のホテルと
２棟のレジデンス。分譲価格は１
戸１億５千万円から５億円とか。
まだ、鉄骨建方や基礎工事中で豪

華さはまだ感じられませんでした
が貴重な体験でした。ローカルな
建物として支部のメンバーが建設
中の「くっちゃん型住宅」を見学。
施主は、外国の方だそうです。
　食は、シャレーアイビーで地元
食材を使った和食のフルコース。
満足した建築士の日でした。

建設中のパークハイアットニセコの見学

Coffee Break  

　弊社は平成12
年に三星産業株
式会社 札幌営業
所の閉鎖に伴い、
事業継承と共に
株式会社札幌三
星を設立致しまし
た。設立してから

現在に至るまで数多くの公共建築物や民間マンション等の大
規模修繕工事や各種改修工事を行っております。そのひと
つひとつの工事は「防水技術をもって信頼を得る」の理念
のもと、今まで培って参りました防水の技術・経験を生かした
提案・施工をしております。弊社はこれからもお客様のご要
望にお答えし、満足して頂ける工事を心がけ、末永いお付
き合いができますよう日々 取り組んで参ります。また、北海道
建築士会様の日常業務の一助となれましたら幸いに存じます。
社員８名（うち、一級建築施工管理技士１名、二級建築施工管
理技士４名）／技能員30名（アスファルト防水、塗膜・塗布防水、
シート防水、ＦＲＰ防水、防触・塗床・塗装工事、止水・注入工事）

TEL：011－618－3255

東西アスファルト事業協同組合　組合員紹介
　弊社は、昭和
48年 の 創 業 以
来、 建 物 の 新
築・改修問わず
防水工事を中心
に実績を築いて
まいりました。
これまでに蓄積

した技術に裏付けされた豊富な現場経験と実績を財
産として、より信頼して頂ける企業を目指しております。
　弊社の最大の強みは、何事も「小さなことからコ
ツコツ」積み上げていく事です。防水工事に於いて、
施工基準書に遵守し防水施工する。当たり前のこと
ですが、基本を忠実に行う事が安定した品質を得る
為に最も重要な事であると考えております。防水工
事に関わる納まり図の作成、工程管理に於ける写真
整理などソフト面のサービスも充実しております。
防水品質とより良いサービスの提供が皆様、ひいて
は社会への貢献になると考えております。

TEL：011－771－8834

　代表取締役

　大田　雄一
　代表取締役

　原田　美佐子

（札幌市西区）
株式会社 綜合防水工事

（札幌市北区）

平成31年度　（一社）北海道建築士会会員作品の募集
　応募対象　
①対象建物　�平成27年以降に竣工し、検査済証の交付を受けた建物で、その用途、

規模等は問いません。ただし、確認申請を要しない建物は、検査済
証は不要です。

②対 象 者　�本会の正会員（応募建物の設計、及び施工管理者等、責任ある立場
で建築に携わった者に限ります）

③応募作品　１人若しくは１グループで１点とします。
　所有者等の了解　　予め所有者、管理者等の了解を得てください。
　応募締切　　平成31年５月17日（金）　必着
　応募資料　
①申 込 書　�所定の申込書を本会ＨＰからダウンロードして記入してください。
②提出資料　�図面（平面図・断面図・配置図等）及び完成写真（内・外装）等の

画像データ３点と上記申込書を、CD-ROMに記録して提出してく
ださい。（応募作品は返却しません）

　作品掲載　　�応募作品のすべては、本会ホームページに掲載します。また、その中から４点程度を選考し「北海道建築士№
265」に掲載します。※詳細は、北海道建築士会ＨＰをご覧ください。

昨年の作品

【コンセプト】
最北の町　稚内の南の地区に位置する。正面は北側（通称バス通りと言
われる）18.0m道路、裏側は1.0m高く３階建の住宅がたっている。施
主は内装工事業、奥さんは理容室の経営、型・色にこだわりが有った。
１階には母が住む２世帯住宅。１回目の打合せの時、住宅の横にスチー
ル製のカーポートを置きたいとの事。風除室とカーポートを少しずらし
壁で一体とすることを提案しカーポートを木造で造る。２階のＬ・Ｄ・
Ｋは、裏の３階建の住宅の窓から見下ろされる位置に有り横長の細窓を
高くした。１階カーポートの上は将来バルコニーとする。
【所在地】稚内市　【建築用途】住宅　【建築年】2018年４月

【コンセプト】
山裾の高台に建つ住宅の設計です。敷地特性から与えられた地面の高低差を
またぐように建物を配置したことで、建物内にも床に高低差あるユニークな
空間が生まれ、その床々を半階分の階段が結びつけることで４層のスキップ
フロアが構成されました。1.5階位置にあるエントランスをくぐると１階・
２階が一つながりにダイナミックに見渡せ、縦方向に次々に繋がる空間は家
族の目線・動線に縦方向の動きを与えます。各所の窓からは借景を意識し、
２階リビングからは街並み、遠景の山々、近景の公園の緑が望まれます。多
層のワンルーム空間は、人が動く事で視界が移り変わる楽しさを与えてくれ
る、この敷地にしか生まれなかった固有の空間になったと考えています。
【所在地】札幌市　【建築用途】住宅　【建築年】2018年２月

【コンセプト】
患者様の訴え、お悩みを同じ立場、同じ目線で理解し、最適
な治療方法をご提案するための空間の提供。冬期期間の落雪
を考慮しシンプルな無落雪の外観とし全体は明るめのホワイ
トを基調としたデザイン。開放的で明るい受付と多目的「授
乳室」・キッズスペース・ベビーベット対応の男女別トイレを
設定し、お子様連れのお客様も安心の設計とした。待合い・
中待合・診療室「６室」・レーザー室と中央の作業室から医師
と看護師とスタッフが動き易い動線とした。内部は、美容治
療もしているので清潔感のある明るめのインテリアとした。

【所在地】帯広市　【建築用途】診療所　【建築年】2017年４月

【コンセプト】
わたしは高低差のある敷地に建築を計画すると、素敵になることを知ってい
た。また、それはクリニックの計画では不都合になることも知っていた。外
観デザインに際しては、シンプルかつ変化のあるリズミカルなデザインに、
内部は動線など機能面はもとより院内の開放感やリラックスのできる内装な
ど、医療者と患者がともに心地良くすごせるデザインを心掛けた。高低差２
Mを回避した患者に優しいクリニックとするには、敷地全体の綿密な計画が
必要不可欠と判断。主に下方向からのアプローチでは雪害対策を考慮し、ロー
ドヒーティングを敷設した庇のある階段を設置し、安全かつ安心なものとし
た。またそれは土留め擁壁と看板も兼ねたものだが、意外にも変化のあるア
プローチ空間をもたらすこととなった。上方向からの
アプローチでは隣接するバス停や薬局への段差を極力
無くしているなど、多方向からのアプローチにも配慮
はしている。
【所在地】
　札幌市西区
【建築用途】
　診療所
【建築年】
　2017年４月

【コンセプト】
「北光の家」は、設計者の自邸として、狭小地の制限された敷地ボ
リュームを最大限に活かすため、スキップフロア形式を用い、生活
空間が都市へ延長していくように建築内部で完結させず、内部と外
部の関係性、また街並みに対する建築の在り方をより意識して設計
を行った。外部は高耐食めっき鋼板厚板平張りによるシームレスな
シルバーボックスの追求、内部は耐力壁となる針葉樹合板貼りをそ
のまま内部仕上げに用い、天井・床にも展開し仕上を統一させ、空
間構成をより引き立たせるようにした。開口部をほぼ持たない外皮
で覆うことでプライバシーを確保しながら、そ
の内側ではスキップフロアによる一室空間の中
に外部空間も取入れ、狭小地の狭さを感じさせ
ない広がりのある空間を作り出すことが出来た。
【所在地】
　札幌市東区
【建築用途】
　住宅
【建築年】
　2016年３月

バス通りからの外観 キッチンからスキップフロアの構成が見える

各空間が繋がり広がる２階リビング

外観　夜

受付・待合室

クリニック外観 レーザー室

２階ＬＤから見たリビング １階母の部屋

外観 ４層のスキップフロア空間

前面道路斜めからの外観
１階ホールから
上部３層吹抜けを見上げる

外観　昼 外観アプローチ夜

西さんの家 設計・監理：

遠藤 一男（宗谷支部） 遠藤設計事務所 北光の家 設計：

杉山 友和（札幌支部） ARCHIve
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本誌及びホームページにて募集した会員の皆さんの作品をご紹介します。
今年は６回目を迎え、若手からベテラン、様々な分野の建物が集まりました。
創意と技術、個性ある作品を紹介することで、会員の技術力向上、
これをきっかけとしたコミュニケーションづくり～活動の活性化になればと思います。
今後も募集する予定ですので皆さんの作品をお寄せください。
なお、応募作品はホームページにも掲載していますのであわせてご覧ください。

北海道建築士会 会員作品紹介 2018
特 集

Four Decks 設計：

富谷 洋介（札幌支部） 富谷洋介建築設計 みなみ町皮フ科クリニック 設計・施工：

佐藤 栄司（札幌支部） ミサワホーム北海道㈱

「Stair」さっぽろ西野
　　　さっぽろ西野二股整形外科

設計：

中井 寿也（札幌支部）
一級建築士事務所
アトリエTARŌ

【コンセプト】
最北の町　稚内の南の地区に位置する。正面は北側（通称バス通りと言
われる）18.0m道路、裏側は1.0m高く３階建の住宅がたっている。施
主は内装工事業、奥さんは理容室の経営、型・色にこだわりが有った。
１階には母が住む２世帯住宅。１回目の打合せの時、住宅の横にスチー
ル製のカーポートを置きたいとの事。風除室とカーポートを少しずらし
壁で一体とすることを提案しカーポートを木造で造る。２階のＬ・Ｄ・
Ｋは、裏の３階建の住宅の窓から見下ろされる位置に有り横長の細窓を
高くした。１階カーポートの上は将来バルコニーとする。
【所在地】稚内市　【建築用途】住宅　【建築年】2018年４月

【コンセプト】
山裾の高台に建つ住宅の設計です。敷地特性から与えられた地面の高低差を
またぐように建物を配置したことで、建物内にも床に高低差あるユニークな
空間が生まれ、その床々を半階分の階段が結びつけることで４層のスキップ
フロアが構成されました。1.5階位置にあるエントランスをくぐると１階・
２階が一つながりにダイナミックに見渡せ、縦方向に次々に繋がる空間は家
族の目線・動線に縦方向の動きを与えます。各所の窓からは借景を意識し、
２階リビングからは街並み、遠景の山々、近景の公園の緑が望まれます。多
層のワンルーム空間は、人が動く事で視界が移り変わる楽しさを与えてくれ
る、この敷地にしか生まれなかった固有の空間になったと考えています。
【所在地】札幌市　【建築用途】住宅　【建築年】2018年２月

【コンセプト】
患者様の訴え、お悩みを同じ立場、同じ目線で理解し、最適
な治療方法をご提案するための空間の提供。冬期期間の落雪
を考慮しシンプルな無落雪の外観とし全体は明るめのホワイ
トを基調としたデザイン。開放的で明るい受付と多目的「授
乳室」・キッズスペース・ベビーベット対応の男女別トイレを
設定し、お子様連れのお客様も安心の設計とした。待合い・
中待合・診療室「６室」・レーザー室と中央の作業室から医師
と看護師とスタッフが動き易い動線とした。内部は、美容治
療もしているので清潔感のある明るめのインテリアとした。

【所在地】帯広市　【建築用途】診療所　【建築年】2017年４月

【コンセプト】
わたしは高低差のある敷地に建築を計画すると、素敵になることを知ってい
た。また、それはクリニックの計画では不都合になることも知っていた。外
観デザインに際しては、シンプルかつ変化のあるリズミカルなデザインに、
内部は動線など機能面はもとより院内の開放感やリラックスのできる内装な
ど、医療者と患者がともに心地良くすごせるデザインを心掛けた。高低差２
Mを回避した患者に優しいクリニックとするには、敷地全体の綿密な計画が
必要不可欠と判断。主に下方向からのアプローチでは雪害対策を考慮し、ロー
ドヒーティングを敷設した庇のある階段を設置し、安全かつ安心なものとし
た。またそれは土留め擁壁と看板も兼ねたものだが、意外にも変化のあるア
プローチ空間をもたらすこととなった。上方向からの
アプローチでは隣接するバス停や薬局への段差を極力
無くしているなど、多方向からのアプローチにも配慮
はしている。
【所在地】
　札幌市西区
【建築用途】
　診療所
【建築年】
　2017年４月

【コンセプト】
「北光の家」は、設計者の自邸として、狭小地の制限された敷地ボ
リュームを最大限に活かすため、スキップフロア形式を用い、生活
空間が都市へ延長していくように建築内部で完結させず、内部と外
部の関係性、また街並みに対する建築の在り方をより意識して設計
を行った。外部は高耐食めっき鋼板厚板平張りによるシームレスな
シルバーボックスの追求、内部は耐力壁となる針葉樹合板貼りをそ
のまま内部仕上げに用い、天井・床にも展開し仕上を統一させ、空
間構成をより引き立たせるようにした。開口部をほぼ持たない外皮
で覆うことでプライバシーを確保しながら、そ
の内側ではスキップフロアによる一室空間の中
に外部空間も取入れ、狭小地の狭さを感じさせ
ない広がりのある空間を作り出すことが出来た。
【所在地】
　札幌市東区
【建築用途】
　住宅
【建築年】
　2016年３月

バス通りからの外観 キッチンからスキップフロアの構成が見える

各空間が繋がり広がる２階リビング

外観　夜

受付・待合室

クリニック外観 レーザー室

２階ＬＤから見たリビング １階母の部屋

外観 ４層のスキップフロア空間

前面道路斜めからの外観
１階ホールから
上部３層吹抜けを見上げる

外観　昼 外観アプローチ夜

西さんの家 設計・監理：

遠藤 一男（宗谷支部） 遠藤設計事務所 北光の家 設計：

杉山 友和（札幌支部） ARCHIve
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本誌及びホームページにて募集した会員の皆さんの作品をご紹介します。
今年は６回目を迎え、若手からベテラン、様々な分野の建物が集まりました。
創意と技術、個性ある作品を紹介することで、会員の技術力向上、
これをきっかけとしたコミュニケーションづくり～活動の活性化になればと思います。
今後も募集する予定ですので皆さんの作品をお寄せください。
なお、応募作品はホームページにも掲載していますのであわせてご覧ください。

北海道建築士会 会員作品紹介 2018
特 集

Four Decks 設計：

富谷 洋介（札幌支部） 富谷洋介建築設計 みなみ町皮フ科クリニック 設計・施工：

佐藤 栄司（札幌支部） ミサワホーム北海道㈱

「Stair」さっぽろ西野
　　　さっぽろ西野二股整形外科

設計：

中井 寿也（札幌支部）
一級建築士事務所
アトリエTARŌ
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編　集　後　記
　私が所属する日高支部では、昨年、北海道胆振東部地震によ
り、日高町で震度６弱を記録するなど、甚大な被害が発生して
いた状況をふまえ、例年開催していた親睦交流事業を中止し、
急遽、精鋭を募り、９月17日に震源地の厚真町でボランティ
ア活動を行いました。たくさんの思い出の詰まった品々が一夜
にして、手放さざるをえないものとなった事実を目の当たりに
した時、『断捨離』という思想も防災の一助となるのではない
かと感じました。� 情報委員会　森　勝利（日高支部）

information

平成31年　一般社団法人北海道建築士会　定時総会について
平成31年　定時総会 代議員により開催します

　開催日：平成31年３月22日（金）　　会場：ホテル 札幌ガーデンパレス　時間：14：30～17：00
平成31年　定時総会　意見交換会 一般会員のみなさまも意見交換会懇親会への参加ができます

　開催日：平成31年３月22日（金）　　会場：ホテル 札幌ガーデンパレス　時間：17：30～19：30
会　費：5,000円（当日会場で申し受けます。）　申込み締切：３月14日（木）まで

※懇親会への参加ご希望の方は、（一社）北海道建築士会本部事務局（011-251-6076）へお問合せください。

実務に役立つ建築法規解説2018
販売のご案内
　平成31年１月～２月に開催の第52回建築基準法講習会で
使用しましたテキストを販売いたします。
　販売予定数に達した時点で終了となりますので、お早め
にお求めください。

実
務
に

役
立
つ

建
築
法
規
解
説

2018

建築法規解説実務に
役立つ

２０１８

新しい動き ●建築基準法の一部改正について　　　　　
　　　　　 ●�高齢者，障害者の移動等の円滑化の促進に関する

法律の一部改正について

全道建築行政連絡会議

2018
PRACTICAL GUIDE
TO THE BUILDING STANDARD LAW

（平成29年度北海道赤レンガ建築賞受賞建築物）

実務に役立つ
建築法規解説2018
編集＝全道建築行政連絡会議

第52回 建築基準法講習会テキスト
◎Ａ５判　◎定価：3,500円

※�送付希望の方へは書籍を、送料着払で発送しておりますので、ＦＡＸにて
お申込ください。なお、請求書は別途郵送いたします。

　�（申込用紙は北海道建築士会のホームページからダウンロードできます。）
【図書問合せ先】（一社）北海道建築士会　011-251-6076

道本部の主な会議報告（２月)
◆第９回全国大会実行委員会
〈開催日〉２月16日(土）
〈議　題〉１）北海道大会実施計画（各行事詳細計画）
◆第７回ありかた検討委員会
〈開催日〉２月18日(月）
〈議　題〉１）�北海道建築士会ありかた検討会議中間

報告
◆第１回女性委員会
〈開催日〉２月23日(土）
〈議　題〉１）平成31年女性委員会活動計画・予算

道本部の主な行事予定（３月)
２日(土)　第２回四役会議
４日(月)　専攻建築士審査評議会
11日(月)　第１回理事会
16日(土)　第１回まちづくり委員会
16日(土)　第１回被災地応急支援委員会
16日(土)　まちづくり会議
22日(金)　定時総会
30日(土)　全道青年委員会連絡会議

関係機関等会議参加予定（３月)
４日(月)　建築技術教育普及センター理事会
７日(木)　日本建築士会連合会正副会長会議
13日(水)　CPD専攻建築士制度委員会
20日(水)　日本建築士会連合会理事会
25日(月)　専攻建築士認定評議会
� 上記すべて高野会長出席

 　道士会の動き

◆改正建築士業務報酬基準説明会
《日程及び会場》３月14日(木)　14：00～16：00
　　　　　　　　かでる２・７　520研修室（札幌市他５会場）
《単位数》　　　各会場２単位
◆平成31年 全道青年委員会研修会
《日程及び会場》３月30日(土)　14：40～16：10
　　　　　　　　かでる２・７　1060会議室（札幌市）
《単位数》　　　２単位
《上記問合せ先》(一社)北海道建築士会　℡　011-251-6076

ＣＰＤ認定プログラム（２月認定）

建築士定期講習
６日(水)　北斗市　　７日(木)　札幌市
監理技術者講習

13日(水)　札幌市　　14日(木)　函館市
改正建築士業務報酬基準説明会

１日(金)　帯広市　　６日(水)　釧路市　　７日(木)　旭川市・北見市
13日(水)　北斗市　　14日(木)　札幌市

講習会のご案内（３月開催）


